
年 月 日

大阪市中央体育館

前　半

第１延長

17

チーム名 得点

（都道府県名）

チーム名得点

準決勝

後　半

第2延長

湧永製薬

6

７ｍスローコンテスト

前半

―

―

湧永14番仁平のカットインで始まる。即座に大崎14番岩永のブライン
ドシュートが決まり同点となる。その後大崎はセンターラインの高い
DFから速攻で得点を重ねる。一方、湧永は5番成田を中心に攻撃を展開
するも大崎の堅守により、10点の大差をつけられ、前半を終えた。

―

――

第６９回日本ハンドボール選手権大会　戦況

開催日 2017 12 23 男子

16

開催地

土 曜日 種　別

大阪府 会場名

、

戦況報告書作成者 高橋　大和

スコア
33

―

戦況

見出し

20

後半立ち上がり大崎24番信太のミドルシュートで後半が開始する。一
進一退の攻防が続くが、中盤大崎12番木村の好セーブから、大崎は
リードを保つ。湧永は前半に引き続き、5番成田を中心とするDFからの
速攻で点を重ねるも前半の点差が縮まらず、大崎が勝利をおさめた。

後半

―

14

大崎の堅守と速攻が光った

大崎電気
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